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1.事業の概要

作成日2021年6月

事業所名 株式会社 西三

代表者名 代表取締役 深谷 浩次

所在地 本社 〒470-0364 愛知県豊田市加納町市坂15番地5

設 立 平成3年12月18日

資本金 1000万円

売上高 330百万円

従業員数 39名 (フルタイム/パートタイム合計）

事業内容
建設設備の保全管理サービス、建築物の清掃・衛生・修繕サービス、環境関連商品及び防災・衛生設備の
販売、産業廃棄物収集運搬

主な取引先 工場、ビル、病院、ホテル、施設、集合住宅、スーパーなど

環境管理責任者
連絡先

森田富士夫
TEL（0565）77-2134 FAX（0565）77-4827
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2.-1事業の概要と内容
（2022年6月～2023年5月）

4

設備メンテナンス関連

設備メンテナンス・・・廃棄物（廃プラ）（設備メンテナンス、清掃時発生した副資材廃棄物） 0.746ｔ

空調設備点検清掃

室内清掃

冷却設備点検清掃

各施設・工場清掃

メンテナンス車両

高圧洗浄車 ・・・ 1 台 2ｔトラック

高圧洗浄車 ・・・ 1 台 ハイエース

ワゴン車 ・・・ 1 台 ハイエース

ワゴン車（軽）・・・ 2 台 ピクシス

廃棄物収集運搬関連

廃棄物運搬量・・・
汚泥 171.5ｔ

汚泥（アルカリ）  1.29ｔ

（設備メンテナンス、清掃時に発生した汚泥）

廃棄物収集運搬車両

汚泥吸引車 ・・・2 台 2ｔ車、4ｔ車

ワゴン車 ・・・1 台 ハイエース



2.-2事業の概要と内容（設備メンテナンス登録証）

ビル管理法の登録証、登録番号 事業内容 許可年月日 許可の期限

建築物飲料水貯水槽清掃業登録証明書
愛知県19貯第11-1号

受水槽、高置水槽等建築物の飲料水の貯
水槽の清掃を行う事業

令和元年7月1日 令和6年7月1日

建築排水管清掃業登録証明書
愛知県23排第10-1号

建築物の排水管の清掃を行う事業
令和5年8月12日 令和11年8月11日

建築物清掃業登録証明書
愛知県23清第10-1号

建築物における床等の清掃を行う事業
令和5年8月10日 令和11年8月9日

建築物空気環境測定業登録証明書
愛知県29空第10-1号

浮遊粉じんの量、一酸化炭素の含有率、
二酸化炭素の含有率、温度、湿度、気流
等の測定を行う事業

令和5年8月12日 令和11年8月11日

第一種フロン類充填回収業者登録通知書
29西豊環第60-6号

空調設備、冷媒装置のメンテナンスを行
う事業

令和4年8月30日 令和9年8月29日

設備メンテナンス関係 作成日2023年10月

5



2.-3事業の概要と内容（産業廃棄物収集運搬許可）

産業廃棄物収集運搬関係

収集運搬登録番号 許可品目 許可年月日 許可の期限

愛知県
第02300138349号

汚泥（水銀含有ばいじん等除く）、廃油、廃酸（水銀含有ばいじ
ん等除く）、廃アルカリ（水銀含有ばいじん等除く）、動植物残
渣の5品目（水銀使用製品産業廃棄物を除く）

令和4年12月14日 令和9年11月4日

岐阜県
第02100138349号 

汚泥（石綿含有産業廃棄物であるもの除く）、廃油、廃酸、廃ア
ルカリ、（4品目は、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじ
ん等を除く）

令和5年8月9日 令和10年8月6日

静岡県
第02201138349号

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ 令和2年2月17日 令和7月2月17日

三重県
第02400138349号

汚泥（水銀含有ばいじん等除く）、廃油、廃酸（水銀含有ばいじ
ん等除く）、廃アルカリ（水銀含有ばいじん等除く）（水銀使用
製品産業廃棄物を除く）

令和元年12月4日 令和6年10月9日

作成日2023年10月
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3.対象範囲

認証登録範囲 全組織・全活動

対象期間 2022年6月～2023年5月

レポート発行日 2023年10月30日 
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4.環境経営方針

環境基本理念

環境基本方針

制定日2022年6月1日
株式会社 西三
代表取締役 深谷浩次

1 環境保全に関する法規を遵守するとともに自主的に基準設定をし、安全な環境の基で生産活動と継続的な改善活動を行います。

2 CO２の排出量の削減、生産時に発生する産業廃棄物の削減、節水に努力します。

3 環境保全を行う目的で全社員の環境教育を実施し、社員が環境保全へ積極的に取組む活動を奨励します。

4 環境保全についての情報を社内外に対して発信し、コミュニケーションを重視した環境づくりをしていきます。

5 この環境方針を公表し関係会社、協力会社への方針の周知など環境保全に努めます。

株式会社西三は、企業様の施設、設備の保守衛生管理、修繕、清掃作業などのメンテナンス及び排出廃棄物の収集運搬などの事業活動を通じ、
地域社会の環境保全と持続可能な社会の構築に貢献します。
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5．実施体制（役割、権限）

役割・責任・権限

取締役社長 ・環境経営に関する統括責任・環境経営方針の策定・環境評価と見直し
・環境管理責任者の任命、環境活動に必要な資源の確保
・環境レポートの承認

環境推進者 ・環境経営システムの構築及び運用管理および環境計画の作成
・環境データの収集・苦情、問い合わせに対応
・環境レポートの作成

従業員 ・環境方針、環境目標を理解し、環境計画に基づき自主的かつ積極的に環境活動へ参加

作成日2022年6月

安全衛生環境組織図

代表取締役 深谷浩次

環境管理責任者・推進担当者
森田富士夫 深谷昇吾

管理グループ
責任者

業務グループ
責任者

施工グループ
責任者

サービス2グループ
責任者

サービス3グループ
責任者
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6.環境経営目標
作成日2022年6月

電力のCO2排出係数は2019年の中部電力/調整後排出係数0.426ｋｇ/kwhを使用。
10

項目 単位 2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

削減率 ％ 基準値 -2% -3% -4% -5%

二酸化炭素/
エネルギー削減

二酸化炭素換算量 ㎏-CO2 48417 47449 46964 46480 45996

電気使用量 kwh 12316 12069 11946 11823 11700

ガソリン使用量 ℓ 2534 2483 2457 2432 2407

軽油使用量 ℓ 14454 14164 14020 13875 13731

廃棄物の削減
（産業廃棄物）

廃棄数量(廃プラ） ｔ 1.17 1.15 1.13 1.12 1.11

水使用量の削減 水使用量 ㎥ 222 218 215 213 210

化学物質の削減 PRTR物質 kg 4 3.9 3.9 3.8 3.8

環境対策、防災、労働保全商品の販売
（厨房排水オゾン浄化システム）

セット 3 3 3 3 3

社会貢献 環境美化活動 （2回/年） 回 2 2 2 2 2



7.環境経営計画

作成日2022年6月
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項目 活動内容 推進担当者

電気使用量
・照明器具は、不要な点灯をなくし、昼休み等には消灯する。  

環境管理責任者
・エアコンの設定温度を冷房 28℃、暖房 21℃とし、適時調整 する。

燃料消費量

・車両点検を実施、定められた工具・治具のチェックする。

環境管理責任者
・車両の4S状態をチェックをする。

・適切な車両を運用する。

・適切な走行方法・走行距離を運用する。

廃棄物（廃プラなど）の削減
/清掃・洗浄方法の改善

・用途に合わせた清掃、洗浄設備・工具の見直しにより廃棄物を削減をする。

環境管理責任者

・作業方法の見直しにより廃棄物を削減する。

・清掃時の補助資材（養生テープなど）を効率よく使用、廃棄物を削減する。

・洗浄方法・薬品の見直しにより廃棄物を削減する。

・廃棄物の分別により廃棄物を削減する。

・空調機洗浄用治具を改善により廃棄物を削減する。

・室内洗浄方法の見直しにより廃棄物を削減する。

水の使用量
・洗車は効率的に行うように心掛ける。 

環境管理責任者
・適度な散水量を心掛ける。

化学物質の削減
（PRTR法対応）

・化学物質の使用量を削減する。 
環境管理責任者

・化学物質の含有する洗剤等を代替品に変更する。

環境対策、防災、労働保全商品の販売 ・厨房排水オゾン浄化システムの設置する。 環境管理責任者

環境美化活動 ・1回/年以上は会社周辺の美化活動をする。 環境管理責任者



8.環境経営目標に対する実施値と評価

作成日2023年10月

電力のCO2排出係数は2019年の中部電力/調整後排出係数0.426ｋｇ/kwhを使用。
2018年度にバキューム4ｔ車を購入した事で燃料消費量増加している。
2018年以降に三重県及び静岡県の収集運搬開始。基準値を含め2022年度に目標値を変更 12

項目 単位 2018年度
2022年度
目標

2022年度
実績

評価

目標値 ％ 基準値 -4％の削減 実績 目標比率

二酸化炭素/
エネルギー使用量削減

二酸化炭素総排出量 ㎏-CO2 48417 46480 45938 99% 〇

電気使用量 kwh 12316 11823 12549 106% ×

ガソリン使用量 ℓ 2534 2432 2825 116% ×

軽油使用量 ℓ 14454 13875 13193 95% 〇

廃棄物の削減
（産廃）

廃棄数量(廃プラなど） ｔ 1.17 1.12 0.75 67% 〇

水使用量の削減 水使用量 ㎥ 222 213 363 170% ×

化学物質の削減 PRTR物質 ｋｇ 4 3.9 9.63 253 ×

環境対策、防災、労働保全商品の販売
（厨房排水オゾン浄化システム）

セット 3 3 4 133% 〇

社会貢献
環境美化活動
（2回/年）

回 2 2 2 2 〇



9.環境経営計画の結果と評価及び次年度の取組み

作成日2023年10月
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取り組み項目 活動内容 評価 内容 次年度の取組み

電気使用量
・照明器具は、不要な点灯をなくし、昼休み等には消灯する。

△

コロナ対策として換気扇及び空
調設備を常時使用のため増加に
加え、社内整備の増加による影
響

節電の手順書を作成し省エネを
徹底する。

・空調設定温度を冷房 28℃、暖房 18℃とし、運用する。

燃料消費量

・車両点検を毎月実施して指摘車両を随時改善

〇

メンテナンス車両及び収集運搬
車両の稼働率低下
軽ワゴンを購入して燃料消費量
を削減

車両ごとの運行記録を取り省エ
ネ、エコドラ意識を徹底する。

・運搬経路を定めて使用燃料を削減

・エコドライブの運用を徹底する。

・車両ごとの走行距離、給油量を記録し、車両ごとの燃費を把握する。

廃棄物（廃プラなど）の削減廃棄物
/清掃・洗浄方法の改善

・用途に合わせた清掃洗浄設備・工具の見直しにより廃棄物を削減をする。

〇

洗浄作業方法の改善等の実施

顧客との打合せ等、清潔かつ廃
棄物削減も考慮した設備メンテ
ナンス、清掃の実施

引き続き継続的な改善を実施す
る。

・作業方法の見直しにより廃棄物を削減する。

・清掃時の補助資材（養生テープなど）を効率よく使用、廃棄物を削減する。

・洗浄方法・薬品の見直しにより廃棄物を削減する。

・廃棄物の分別により廃棄物を削減する。

・空調機洗浄用治具を改善により廃棄物を削減する。

・室内洗浄方法の見直しにより廃棄物を削減する。

水の使用量
・洗車は効率的に行うように心掛ける。

△ 社内での洗浄作業の増加 節水の意識の徹底
・適度な散水量を心がける。

化学物質の削減
・化学物質の使用量を削減する。

△
洗浄依頼の増加により使用頻度
が拡大

引き続き継続的に代替え品に切
り替える。

・化学物質の含有する洗剤等を代替品に変更する。

環境対策、防災、労働保全商品の販売 ・厨房排水オゾン浄化システムの設置する。 〇
厨房排水オゾン浄化システムを4
台設置

引き続き販売を促進する。

環境美化活動 ・2回/年実施 〇 会社周囲の美化実施 継続な活動

△ 不十分



環境美化活動内容

作成日2023年10月
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社内の美化活動

会社の環境活動を紹介
定期的に周辺の4S社内の緑化を推進などを実施。



10.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並
びに違反訴訟等の有無

作成日2023年10月

事業所に適用される環境関係法規について法令違反はありませんでした。遵守状況は上記の通り。
関連機関からの違反の指摘並びに訴訟等はありませんでした。
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区分
関連法規制等

条項の内容
順守

法規制名 状況

廃
棄
物

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

排出事業者との契約 〇

廃棄物のマ二フェスト適正運用の徹底 〇

廃棄物収集運搬車両であることの明示 〇

毎年6月30日までに、産業廃棄物管理票交付状況報告書を、管轄の行政（豊田市）に報告 〇

収集運搬許可証の更新
〇

建築物衛生法

建築物飲料水貯水槽清掃業の教育 建築排水管清掃業の教育 〇

建築物清掃業の教育 建築物空気環境測定業の教育 〇

設備機器管理 〇

排
水

浄化槽法
保守点検及び清掃の実施 〇

定期検査（毎年1回の法定検査の実施） 〇

フ
ロ
ン

フロン排出抑制法（フロン類の使用の
合化及び管理の適正化に関する法律）

排出事業者は、特定製品が廃棄される場合にフロン類の適正処理に必要な措置を講じなければならない（廃棄時、
フロン類回収業者へ引き渡し実施）第一種フロン類充填及び回収量等に関する報告書提出

〇

自社空調室外機の簡易点検の実施と記録 〇

化
学
物

質 PRTR法
第1種指定化学物質の取り扱い等自主管理（SDSで確認） 〇

第1種指定化学物質年間取扱量1トン以上の場合の届出 〇



11.代表者による全体評価と見直し
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1）環境目標とその達成状況

未達成項目：電気使用量、ガソリン使用量、水使用量

達成項目：軽油使用量、産業廃棄物の削減

1.未達成項目の電気使用量、ガソリン使用量、水使用量に関しては、事業活動が拡大していることも要素ではあるが 個々案件について削減のための
手順書を作成するなどして、従業員一人一人の省エネ、節約意識を高めたい。

2.軽油使用量、産業廃棄物の削減に関しては、各グループの従業員による作業改善活動を進めた結果、作業効率化の向上や資材品の見直しや作業方
法の見直しによって削減が出来た。 

3.次期活動期間である2023年度の実績値が出た時点で、活動を振り返り、基準値の見直しや新たな目標値の設定を行う。 

2）環境活動計画の実施状況

削減活動取組の標準化、リール化が必要であり、貼り紙、ポスター、手順書などの作成を行う。

3）環境関連法規の見直し・遵守状況 

見直しはなし。遵守状況 は良好

4）環境経営方針、実施体制について

見直しはしない、継続する

5）全体

お客様の立場になり、会社一丸となって環境に意識が高くなり、人的資源、経済的資源に力を入れてより一層に着実に躍進していく。
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